
・ 人権尊重
・ 多様な人財の活躍

・ 持続可能な社会を支える
  サプライチェーン構築

・ コーポーレート・ガバナンスの実効性向上

・ コンプライアンスの推進

・ リスクマネジメントの強化

価値創造プロセス
富士電機は、財務・非財務資本を最大限生かし、エネルギー・環境事業および、それを支えるESGの取り組みを推進することで、
事業の成長と環境貢献の両立を図っています。事業活動を通じて得た利益を社員、株主、社会に還元する好循環により持続的

※1 数値は連結ベース
※2 特許権、実用新案権、意匠権、商標権
※3 地域社会活動、科学技術振興、学校教育振興、国際交流・教育など

製造資本

■ 設備投資額　841億円
■ 製造拠点　49拠点

知的資本

■ 研究開発費　362億円
■ 産業財産権※2　13,178件
→研究開発（P43～P46）

人的資本 

■ 連結従業員数　27,123名
　（国内17,392名、海外9,731名）
■ 教育研修費　約22億円

社会関係資本

■ 製品展開エリア　97ヵ国
■ 社会貢献費用※3　約3億円

自然資本 

■ 環境投資　約25億円
■  主要素材（鉄・非鉄・プラスチック） 

95千t
■ エネルギー使用量　980GWh
■ ガス類取扱量　84t
■ 取水　9,385千m3

■ 化学物質取扱量　1,084t

→環境（P47～P52）

財務資本

■ 自己資本　5,171億円
■ ネット有利子負債　991億円
→財務・資本戦略（P31～P32）

インプット
（2022年度）※1

アウトカム
（2022年度）※1

経営の重要課題
（マテリアリティ）

安全・安心で
持続可能な

社会の実現に貢献

な企業価値向上を目指し、安全・安心で持続可能な社会の実現に貢献します。

エネルギー・環境事業の推進

事
業

・ 脱炭素社会の実現
　サプライチェーン全体で
　カーボンニュートラルを目指します

・ 循環型社会の実現
・ 自然共生社会の実現

環
境（
E
）

社
会（
S
）

ガ
バ
ナ
ン
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G
）

→環境（P47～P52）

→環境（P47～P52）

 →エネルギー・環境事業の推進（P21～P26）
 →セグメント別概況（P33～P42）

→ 2023年度中期経営計画の進捗状況 
   （P27～P30）
→研究開発（P43～P46）

クリーンな
エネルギー

エネルギーの
安定供給

省エネ
自動化

→人財（P53～P56）

→人財（P53～P56）

→コーポレート・ガバナンス（P59～P68）

→コンプライアンス（P69～P70）

→リスクマネジメント（P71～P74）

→持続可能な調達（P57～P58）

事業の成長と環境の貢献
■ 売上高 1兆94億円
■ 営業利益 889億円
   （営業利益率                 ８.８％）
　
■  親会社株主に帰属する 

当期純利益 613億円
■ 海外売上高 2,921億円
■ 新製品売上高             1.4倍（2018年度比）

人財の強化
■ 社員意識調査（会社満足度） 3.8pt / 5pt

■ 女性管理職比率 国内3.2％、海外連結26.5％
■ 次世代経営人財 累計登録数 504人

財務基盤の強化・資本効率向上
■ フリー・キャッシュ・フロー 667億円
■ ROIC  10%

（参考値）2023年度中期経営計画目標

売上高 1兆円

営業利益
（営業利益率）

800億円
（8.8％）

親会社株主に帰属
する当期純利益 550億円

海外売上高 3,500億円

（環境負荷の低減）
■ 製品による社会のCO2削減貢献量
 49.8百万トン
■ サプライチェーン全体の温室効果ガス排出量
 177百万トン
■ 生産時の温室効果ガス排出量　
 33.4万トン
■ 水リサイクル率 20.7％
■ 廃棄物最終埋立量 0.2千 t

（参考値）環境ビジョン2050
2030年度目標

製品による社会の
CO2削減貢献量 59百万トン超／年

サプライチェーン
全体の温室効果
ガス排出量

67百万トン

生産時の温室効果
ガス排出量 25百万トン

→人財（P53～P56）

→財務・資本戦略（P31～P32）

人財・事業への再投資／株主還元
■ 配当総額　164億円（2022年度）※1
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